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研究成果の概要（和文）：　終戦後、中国人知識人たちは日本軍が引揚げた沿岸部の大都市に大移動し、いち早
く出版メディア、演劇、映画のための拠点を築いた。続いて、国共内戦によって香港、台湾へ知識人流出が起き
る。この混乱期、実は共産党の文芸路線は未完成であり、文芸においてまだ多様で豊饒な成果があっただけでな
く、芸術教育の初期的インフラも整備された過程が明らかになった。
研究成果として学術論文26本、研究発表54件、著書（共著含む）14冊を得た。

研究成果の概要（英文）：After the Sino-Japanese war, a lot of Chinese intellectuals moved to the 
coastal cities that the Japanese troops had withdrawn. They promptly established bases for 
publishing media, theater, and movies. Next, due to the civil war between the Kuomintang and the 
Communist Party, an intellectual outflow to Hong Kong and Taiwan occurred. During this chaotic 
period, the literary ideology of the Communist party had not completed yet. Therefore, there were 
diverse and fruitful achievements in physical and visual art as well as in literature. Further, we 
revealed the process of establishing the initial infrastructure of art education.
 Finally, we got research results of 26 academic papers, 54 research papers and 14 books (including 
co-authored).

研究分野： 近現代中国文学、日中比較舞踊史

キーワード： 中国　プロパガンダ　身体芸術

  ２版

平成



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 24－26 年度、当該チームは日中戦期

の視聴覚メディア/身体表現芸術(演劇・映
画・音楽・舞踊)を対象とし、それらが様々な
プロパガンダを載せ、人的ネットワークに従
い移動する様を探究してきた。 
２．研究の目的 

本研究は上記を発展させ、戦後から中国

建国初期まで視野に入れた。終戦を境に、

中国内陸から沿岸都市部へ中国知識人が

大量に帰還する。新中国への賛同者たちが

文化の創造を模索した一方、“漢奸”のレ

ッテルから、或いは国共内戦から逃れよう

とした知識人は香港、台湾へ移住した。こ

の混乱期、文学界では優れた創作が生まれ

たことが指摘されている。本研究は知識人

大移動を念頭に置きつつ、視聴覚メディア

/身体表現芸術を対象とし、それらが中国の

行方を争うプロパガンダといかに共鳴・抵

抗・妥協・屈服したか、実証的に明らかに

することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
対象期間：戦時期も念頭に入れつつ、1945

年 8 月（日本敗戦）－1950 年代初頭（中華

人民共和国建国初期） 

対象都市／地域：⇒上海、香港・旧満州・北

京・台湾 

対象とする文化：映画（ニュース、アニメー 

ション含む）、話劇（演劇）、メディア・イベ 

ント、舞踊（創作、バレエ、民族舞踊）、音 

楽（クラシック、ポピュラー、民族音楽）及 

びそれらの連関 

上記に関する紙媒体、ビデオテープ、レコ

ード等の資料調査および当事者へのインタ

ビューを行い、各文化形態について、製作・

上演・上映・放送記録及び政治的意図、出版

メディアとの関連、人的往来とその波及効果、

受容の実態とを検証した。 
 
４．研究成果 

戦時期中国は日本占領区・国民党統治区・

共産党勢力区という三つの政治・文化的地図

に分かれ、演劇、映画、音楽、漫画、舞踊も

この三地域と戦況に従って、“大日本帝国” 

（或いはスパイ）／ 抗日プロパガンダを担

った。これらのヴィジュアル重視の伝達性あ

るいは身体性の強い表現は、容易に、さらに

多人数にプロパガンダを伝えることが可能

であり、移動漫画隊、移動演劇隊など軽いフ

ットワークにより、極めて効果的なプロパガ

ンダ・メディアとして機能した。   

終戦後、上の文芸地図は終焉し、日本軍が

引揚げた北京・上海に文化人が大移動した。

移動の目的は、大都市にいち早く出版メディ

ア、演劇、映画のための拠点を築くためであ

った。占領・戦時下から解放され、創作の機

運が高まり、一時ながら高質の文芸が生まれ

た。身体的／視覚的芸術教育のための初期的

インフラも文化人の移動ネットワークによ

って整備されたことを解明した。 
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